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Abstract
 The aim of  this paper is to analyze the forms and meanings of  the auxiliary had 
better. I review grammar of  had better and lay out the usage of  it. There are complications 
on syntax and semantics in its use. I investigate them by means of  a corpus search and 
an informant survey. In particular, the focus is on the negative forms of  had better, the 
sentence containing had better, which takes an inanimate subject, the sentence having had 
better and perfect aspect and the meaning of  had better.
1. はじめに




して探る。意味の面では had betterが完了の haveと共起することで生じる意
味や had betterが指示する動作の履行義務を検証していく。
2. had better の形式
　この章では特に had betterの統語的な面を調査する。そこで先行研究を取り
扱いその問題点を明らかにし、その問題を分析する。






の場合、had better notがあげられる。その例が (1) である。
(1) a. You’d better not wake me up when you come in. (Swan 2016: 79)
b. You had better not miss the last bus. (Thomson and Martinet 1986: 123)




(2) a. You hadn’t better go. (Palmer 1974: 164)
b. You hadn’t better begin. (Jespersen 1954: 183)
Jespersen (1954: V, 183) は (2b) の例に対して、“In recent colloquial language (chiefly 
U.S.?) the negative is attracted to had: . . .”と述べている。つまり話し言葉では had
のほうに否定辞の notが牽引されるということだ。そのために、話し言葉で
は hadn’t betterが使用されやすいことがあるのかもしれない。この had better 
notと hadn’t betterの二つの疑問文の可能性における非常に興味深い例が Quirk 
et al. (1985)の挙げている例 (3) である。
(3) a. Had we better not go? [Would it be advisable if  we didn’t go?]
b. Hadn’t we better go? [I think we had better go; don’t you agree?]
(Quirk et al. 1985: 141)






問文の作り方にも興味深い点があるがここでは取り扱わない。Quirk et al. (1985) 
とは異なる説明をしているのが Jacobsson (1980) である。
　Jacobsson (1980: 50) は “…there is no corresponding difference in meaning between 
You had better not wait and You hadn’t better wait.”と述べており、had better notと hadn’t 
betterには違いがないとしている。
　実際に hadn’t betterの容認性を調査したのが柏野 (2002) である。その調査で
は英語母語話者にアンケート形式で hadn’t betterが容認可になるか容認不可に
なるかを調査している。そのときに採用された英語母語話者は 78名で、使用
した例文は You hadn’t better stay here tonight.である。その結果、容認すると答
えた人が 10人、容認しないと答えた人が 50人、不自然とする人が 18人とい
う結果となった。したがって、柏野 (2002)の研究では hadn’t betterが容認され
ることはほとんどないことがわかる。
　続いて、had betterの形に注目し、hadが落ちてしまう例などを見ていく。
had betterは使用される時に、hadが縮約される ’d betterの形と hadが完全に
省略されて使われる betterの形が考えられる。hadが完全に省略されている
betterの例を挙げているのが Quirk et al. (1985) の例 (4) である。
(4) a. They better go home. (Quirk et al. 1985: 142)
b. You better try it again. (ibid: 898)
Evans and Evans (1957: 205) は hadが省略されることにについて “This had may be 
pronounced so lightly that it is not heard, as in we better leave,…”と述べている。つま
り hadはかなり軽く発音されるために会話上で聞こえないことがあるのだ。
この had betterの形に関してコーパス調査をしているのが van der Auwera et al. 
(2013) の調査である。彼らはコーパスを使用して had better, ’d better, betterの頻
度数の調査を行った。その時に使用したコーパスはアメリカの現代の用法を
知るために Corpus of  Contemporary American English (COCA) とイギリスの用法
の検索のために British National Corpus (BNC) を使用している。その検索結果
は以下の通りであった。




の頻度数を他の形の had betterと ’d betterと比較しての使用の割合を知ること










der Auwera et al. (2013) の文献で直接示されなかったが、ここではよりわかりや
すくするために簡易的に作成した。
表 1: COCAにおける had better, ’d better, betterの頻度数 
(van der Auwera et al. 2013: 126)




図 1が示しているようにイギリス英語における書き言葉の had betterの歴史的
表 3: BNCにおける had better, ’d better, betterの頻度数と分布割合
表 4: CLMETEVにおける had better, ’d better, betterの頻度数と分布割合
(van der Auwera et al. 2013: 128)
Late 20th c.




徐々に下がっていることがわかる。それに代わる形として ’d betterが 1800年
代から増え始め 1900年代には had betterよりも使われるようになってきてい
る。このように had betterの歴史的変化は、コーパスを組み合わせることで示
すことができる。
　次に、had betterが無生物主語をとる研究では柏野 (2002) がネイティブスピー
カーによって提供された例文を調査した。その例が (5) の例である。
(5) a. It had better not rain tomorrow or we can’t go to the beach.







(6) Joe: I can explain why I am late. 
（遅れたのには訳があります）
















2.2 had better の否定形
　先行研究の節でふれたように had betterの否定形には二つの可能性が考えら
れる。一般的には had better notが使われるが、可能性として hadn’t betterもあ
る。文献でも hadn’t betterの例を示しているものがあり、柏野 (2002) の調査で
もわずかながら hadn’t betterを容認する英語母語話者がいることが示されてい
る。この節での焦点は had better notと hadn’t betterの二つの否定形、どちらが
先に使われ始めたか調査することである。その際に、van der Auwera et al. (2013) 
の示してくれた歴史的に had betterがどのように変化してきたかを調査した
やり方を踏襲する。本稿では特にアメリカ英語の使用域で調査し had better 
notと hadn’t betterの使用率の変化を見ていく。その調査のために Corpus of  
Contemporary American English (COCA) と Corpus of  Historical American English 
(COHA) を使用する。歴史的なコーパスである COHAと現代的なコーパスで
ある COCAを組み合わせることで had betterの否定形は had better notと hadn’t 
betterどちらから使われ始めどのように変化してきたかを調べていく。調べ方
は COCAと COHA上で had better not, hadn’t betterの連鎖式で検索した。その
調査の中で、had betterの hadが縮約されて ’d betterになったものと hadが落
ちて betterのみになったときの否定形 better notと hadと notが縮約されなかっ
た時の否定形 had not betterを追加的に検索した。これらの検索式は had better
の直後に notがあるか had betterの hadの方に notがあるかということに焦点
を当てた検索となっている。以下はその検索結果を示した表である。
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?? ’d better notと better notの否定形は had better notの否定形と同じ項目で
カウントした。そして、今回の検索で見つかった had not betterの例は大変興
味深いものであった。柏野 (2002) の調査で had not betterの容認性を確認した






表 6: COHAにおける had better not, hadn’t better, had not betterの頻度数
表 5: COCAにおける had better not, hadn’t better, had not betterの頻度数
図 2: COCAと COHAにおける had better not, hadn’t better, had not betterの割合の変化
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COCAと COHAのコーパスを検索した結果では、had better notが一番多く使
われていると共に、hadn’t betterよりも先に使用されており、その例は 1811年
に確認できた。以下はその例だ。
(8) So this is the way you treat me!—You’d better not shew such airs, Miss. Har. 
Harriet Bloomville Nay, be not angry with me. (COHA, Fiction, 1811)
(9) I lifted up my whip and was about giving him a gentle touch or two! By St. 
Patrick, said he, you had better not be after that kind of  play! (COHA, Fiction, 
1812)
(10) Quicksite You had better not be too hasty Mr. Pufpace, you will ruin your son 
in this way, . . . (COHA, Fiction, 1812)
一方で、hadn’t betterでは COHA上で 1853年に初めて使用されており、以下
がその例となっている。
(11) The old women’s parting advice to me was to try and’ git over my nervousness; 
and she thought I hadn’t better drink no more strong green tea. (COHA, 
Fiction, 1853)
(12) While sensible little Mitty whispread to her mother to know “if  she 
[hadn’t better] go out of  the way, for fear the sight of  her, safe in her 
mother’s log house, might make poor Desire cry the harder. (COHA, 
Fiction, 1853)
had betterの否定形の調査のこれからの可能性として OED onlineの検索で
hadn’t betterは 1926年に、had better notは 1641年に例が確認できるために、もっ
と前にさかのぼって調査する必要があるだろう。
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2.3 無生物主語をとる had better
　無生物主語の種類の可能性としてここでは、this, that, it, thereを調査する。
had betterの形も van der Auwera et al. (2013) が示してくれた、had better, ‘d better, 
betterの三つの形を想定して、それぞれの無生物主語を検索していく。
以上の結果から、形式においては無生物主語で had betterをとるものは thisと
itが圧倒的に多い。それに対して、that, thereは稀で見つかった件数は少ない。
had betterの形にしても縮約形である ’d betterの形で現れる場合は少ない。こ
れは、発声上の問題で、発音しづらい可能性があり、件数が少ないのだと考










(13) Charlotte went on. “Aunt Vespasia, perhaps that had better be you. None of  
us knows her, so we shall have to invent an excuse. . . .”
この例 (13) は祈願や、皮肉の解釈以外に当然としての解釈が可能であると考
えられる。これは、mustや shouldにすでにある解釈であるために妥当である







ば、例 (7) のように脅迫の解釈で使われる場合にあえて youを使わずに無生物
主語にすることにどんな効果があるかをより深く分析していきたい。












(14) You’d better have finished by tomorrow. (Eastwood 1994: 145)
この例は未来的な意味で解釈され、訳としても「明日までには済ませておい








に言及する意味で訳す had better + haveの可能性が考えられるが Mitchell (2003) 




(15) a.*I had better have stayed at home.
b. We’ d better have finished this work by the time the boss comes back.
(Mitchell 2003: 134)
例 (15a) は過去のことに言及している可能性が考えられるが、(15b) の文は未
来の出来事に言及している解釈ができる。
had better + haveの形で、過去の行為について言及する意味と未来の行為につ
いて言及する意味があると述べている例が、安藤 (2008) のあげた、(16) と (17) 
の例である。訳からもわかる通り、(16) は過去の出来事に、(17) は未来の出
来事に言及すると解釈している。
(16) When you worked for George, you had better have done your homework. 
(ジョージのために仕事をしたときは、君は仕事を済ませておいたほ
うがよかったのさ )   (Google) 安藤 (2008: 372)より引用
(17) You’d better not have changed your mind when I call tomorrow. 
(あす電話するときに、心変わりしてないほうがいいよ )
 (Leech 1987) 安藤 (2008: 372)より引用
安藤 (2008) が説明しているような過去の出来事に言及している例を紹介して
いる文献は、中野 (2014) でも確認できる。そこでは、Jespersen (1956) で挙げ





を提示したり、Declerck (1991) の had better + haveの言い方を避けた代替表現
を載せたりするなどして、had better + haveは一般的でないと説明している。
実際に柏野 (2010) は過去の出来事に言及している解釈が間違いであることを
指摘している。彼は had better + haveは should + haveと同じ意味で用いられる
ことはなく、“話し手がその結果はまだ知らない場合に用いられる ”と説明
している。その例として以下の例を挙げている。










(19) *He had better tell her but I don’t suppose he will. 
(Huddleston and Pullum 2002: 196)
履行義務という制約があることによって、(19) のような、話者自身がその行
為が行われないと予期するような文が共起すると非文になることを示してい













に、had better + haveの過去の出来事に言及している解釈は非文になっている
と考えることができる。
3.2 had better と完了の have の共起
　ここでは had better + haveの形式とその意味内容を調査していく。形式につ
いては実際に had better + haveの形で使用されているかどうかをコーパス上で
調べる。その際には、van der Auwera et al. (2013) の示してくれた had betterの
三つの形had better, ’d better, betterに注目して検索を行う。意味内容については、
インフォーマントからいただいたコメントを参照することで、解釈の可能性
の手掛かりとしていきたい。まずは以下の表が COCA上での検索結果である。
検索式は had better have, ‘d better have, better haveで検索を行った。
この頻度数から、やはり had betterと完了形の haveが共起することはかなり
珍しいと考えられる。またインフォーマント調査において、いただいたコメ
ントを参照してみると、過去の出来事に言及して解釈しているネイティブス

















ント調査で使用した例文は、Huddleston and Pullum (2002) が提示する例文を採
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